
      キットは -80℃ で保存して下さい。(-80℃で 6ヶ月保存できますが、1ヶ月以内にご使用ください。)
解凍液と培養液は -20℃ 以下で保存して下さい。

ご使用に当たって、まず解凍していただきます。その後のスケジュールは以下のとおりです。

basic Fibroblast growth factor (bFGF)
Insulin-Transferrin-sodium Selenite (ITS)

PC-12

3402

PC-12

PC-12

PC-12
PC-12

PC-12

解凍
1～8 ⇒ 培地交換

9～10 ⇒ 培養
11 ⇒ 培地交換

12～14 ⇒ 培養
15 ⇒ 実験
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(番号は　 の手順番号です。)
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一般的な細胞培養技術で、どこでもご利用できます。

well

well
well

well

(     )

(赤矢印)

インサートをピンセットで持ち上げ、脳側の解凍液を吸引しま
す。インサートを戻し、37℃ に温めていた培養液1をインサー
トの隙間から 1500 μL 脳側に入れます(赤矢印)。次に、血管側
(インサート内)の解凍液を吸引し、 37℃ に温めていた培養液1 
を 500 μL 加えます。この作業を繰り返し、          すべての
 well の解凍液を培養液1に交換します。
(細胞を傷つけないよう 1 well ごとに吸引して培養液1の添加
は丁寧に行ってください。)

PC-12は、メンブレンの性質上、内皮細胞
を観察することができません。
　アストロサイトの一部のみ鏡検する
ことができますので、その一部を目安
に細胞の接着をご確認ください。

倒立顕微鏡でアストロサイトが接着、伸展している状態を
確認してください。

2～3時間培養後、倒立顕微鏡でアストロサイトが張り付いている
ことを確認してください。

PC-12

＊脳側（アストロサイト播種部位）は懸濁しないでください。

※5.～7.の工程においてピペットの
先でメンブレンに触れたり、イン
サートをはずしたり動かしたりし
ないように注意してください。　
アストロサイトが均一に分散
されず、BBBキットが正常に
機能しない場合があります。

PCメンブレン
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